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【共同募金運動】
　共同募金は、誰もが住み慣れた地域で安
心して暮らすことができるよう、さまざま
な地域福祉の課題解決に取り組む民間団体
を応援する、「じぶんの町を良くするしく
み。」として取り組まれています。
　皆様の温かいお気持ちに感謝いたします。

つながりを たやさない 社会づくり
～あなたは1人じゃない～

学校募金：豊間根小学校
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　全国一斉「令和６年度赤い羽根共同募金運動」並びに「地域歳末たすけあ
い運動」は町民の皆様のご協力を頂き、次のとおりの結果になりました。
　地域歳末たすけあい募金は配分検討委員会にお
ける審査、決定により助成・配分をおこないました
ことをご報告致します。

子ども食堂子ども食堂

　令和６年12月21日（土）の子ども食堂は「クリ
スマス会」を開催しました。20名の子供たちは温か
いポークシチューを食べ、サンタさんとトナカイさん
からおやつのプレゼントを貰って、楽しい時間を過ご
しました。

日　程 場　所 開催時間
 3月22日（土） 織笠コミュニティセンター 10：30

～
15：00

 4月26日（土） 未定（後日SNS・チラシ）

 5月24日（土） 未定（後日SNS・チラシ）

な い
ろ

な
キ ッチ ンン

【お問合せ先】
やまだ子ども支援団体  なないろ
　� �090-5181-3911（髙橋）

※活動の様子はInstagramをご覧ください。

子子どもども食堂食堂にに集集まれ！ みんなでまれ！ みんなで食食べてべて遊遊んで、んで、宿題宿題もやっちゃおう！もやっちゃおう！

【連絡先】
山田町社会福祉協議会　

080-6033-3599

 ●フードバンクとは…？
　食べ物にお困りの方に一時的な食料を確保し
自立を支援する活動です。また、必要に応じ定
期的に配布いたします。この事業は生活にお困
りの方を応援する地域支え合いの取り組みです。

●ご協力ください！
　ご家庭にある消費出来ない食品や
日用品がありましたらお譲り下さい。
●ご連絡ください！
　ご家庭の事情で、食べ物や日用品
等にお困りの方は下記連絡先までご
連絡ください。

【対象食品】【対象食品】
缶詰（シーチキン・さば缶等）
レトルト食品（カレー・ミート
ソース・シチュー等）乾麺（パ
スタ・そうめん・うどん・そば
等）調味料（しょう油・めんつ
ゆ等）ご贈答品（賞味期限の長
めの物）・日用品（未使用品限定）

ご協力ありがとうございました  ～運動結果並びに助成・配分結果ご報告～

○赤い羽根共同募金（一般募金）
　 戸別募金　2,917,810 円　　  職域募金　30,904 円
　 街頭募金　5,031 円　　　　　法人募金　43,485 円
　 学校募金（豊間根小学校）　10,930 円
　 個人募金　3,990 円　　　　　その他の募金　148,798 円 　

 合　計　3,160,948 円

○地域歳末たすけあい募金
　 戸別募金　1,250,490 円　　  その他の募金　447 円 

 合　計　1,250,937 円

〇令和７年度　赤い羽根共同募金（一般募金）
　 　　　　　　　　学校募金（山田小学校）　24,027 円

法人募金にご協力頂いた皆様法人募金にご協力頂いた皆様 ※順不同掲載

■千治屋商店様　■ホームワンサトー様　■びはんストア豊間根店様　■業務スーパー山田店様　■中忠商店様
■ぶとうストア様　■出光 45 号線山田 SS ㈱サカモト様　■ DCM 山田店様　■キクコーストア山田インター店様
■薬王堂㈱山田大沢店様　■びはんストアオール店様　■薬王堂㈱岩手山田店様　■ヤマザキショップ川村様　
■ふれあいパーク山田様　■荒川スタンド様　■カットインみなと様　■佐賀商店様　■鯨と海の科学館様　■山田町役場様
■出光 45 号線船越 SS ㈱サカモト様　■道の駅やまだおいすた様

　山田町共同募金委員会では、令和６年度「地域歳末たすけあい募金」配分金の一
部を充てて、今年度中学校を卒業する 3 年生の皆様へ暖かいお心をお届けしました。
　山田町の未来を担う子どもたちの、次のステップに役立ててもらうため、住民の
皆様からいただいた暖かいお心を「商品券」にしてお渡ししました。生徒の皆さん
からは「ありがとうございます。大切に使わせていただきます。」と喜びのお言葉
を頂きました。

　今回お預かりした募金は令和 7 年度赤い羽根募金運動へ計上されます。

次のステップへのお手伝い　次のステップへのお手伝い　～地域歳末たすけあい運動～～地域歳末たすけあい運動～

地域歳末たすけあい募金助成・配分実績総額　1,194,260円
○在宅高齢者等配分（町内 91 件）897,260 円
○地域福祉活動（今年度中学校を卒業する３年生へ）（99 件）297,000 円

4,411,885円
令和6年度 募金総額

令和６年度　赤い羽根共同募金・地域歳末たすけあい募金運動

学校募金：豊間根小学校 様

山田中学校 様

学校募金：山田小学校 様お問合せ先：山田町共同募金委員会　（0193）82−3841

　山田町社会福祉協議会では、赤い羽根共同募金
による地域福祉活動事業「出産祝金贈呈事業」を
行っております。「こんにちは赤ちゃん訪問」の
時に保健師さんからお話があります。
　同意書を提出されたお宅には担当民生委員さん
と職員がお伺いして「お祝い金」を贈呈致します。
お困りごとがありましたら、お気軽に地域の民生
委員さんへご相談ください。

芳
は

賀
が

惺
せ

凪
な

くん
１月29日生まれ

豊間根地区

福
ふく

士
し

礎
もと

己
き

くん
10月17日生まれ

山田地区

佐
さ

々
さ

木
き

寿
しゅ

菜
な

ちゃん
11月15日生まれ

山田地区

三
み

浦
うら

紬
つづ

莉
り

ちゃん
10月1日生まれ

山田地区

上
うえ

林
ばやし

蒼
あお

依
い

ちゃん
10月26日生まれ

大沢地区

佐
さ

々
さ

木
き

心
み

綺
いろ

ちゃん
1月1日生まれ

山田地区

佐
さ

藤
とう

快
かいしゅう

秋くん
10月8日生まれ

山田地区

森
もり

すみ花
か

ちゃん
11月1日生まれ

山田地区

荒
あら

川
かわ

維
い

心
しん

くん
1月4日生まれ

船越地区

～
赤
ち
ゃ
ん
の
ご
紹
介
～

（お問合せ先）
 山田町社会福祉協議会
 0193−82 −3841（大手）

生まれてくれて

ありがとう

地域の子どもたちが食を通じた中で、子ども同士が地
域の方と関わりながら社会性・自主性等を身につける
ことができる子どもの居場所を提供しております。町
内の小学生とそのご家族を対象に、毎月第4土曜日
に開催しております。各小学校から配布されるチラシ
をご覧ください。

山田町社協フードバンク

※�山田八幡宮様より、お米41㎏を寄贈頂きました。
　お米は年末に生活にお困りの方へお渡ししました。
　心温まるご厚情に感謝申し上げます。
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生活支援相談員が
1カ月に訪問する世帯と回数

326世帯・492回訪問
対象世帯 1 カ月の延べ回数

令和 6 年 12 月末時点
＝内　訳＝ 対象世帯 延べ回数

災害公営住宅 157世帯 246回
自宅修繕・再建 34世帯 41回
自宅移住・再建 70世帯 80回

その他 65世帯 125回

生活支援相談員の活動・生活支援相談員の活動・生活支援相談員の活動

地域をつなぎ地域を紡ぐ

キャップハンディ体験教室
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難
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ば
所
しょ
・指

し
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ひ
難
なん
所
じょ
）チラシ

災害から命を守るためには

【注意事項】
※ 指定緊急避難場所・指定緊急避難所

は随時更新されますので山田町の
ホームページをご確認ください。

　山田町社会福祉協議会では、山田町総務課危機管理室の了承を得て、読みや
すい（ふりがな付き）指定緊急避難場所・指定避難所のチラシを各 7 地区（大
浦地区・田の浜地区・船越地区・織笠地区・山田地区・大沢地区・豊間根地区）
分作成しました。
　町民の皆様が気軽に手に取りやすいように、山田町社会福祉協議会のホーム
ページに掲載しましたので、ぜひダウンロードしてご活用ください。

　災害から命を守るためには、町民の皆様、一人ひとり
の災害に対する心構えや知識と備えが重要となります。
　災害時に備え、最寄りの避難場所等を確認し、迅速な
避難が行えるようにしましょう。

山田町社協ホームページ（URL）
　http//www.yamada-shakyo.or.jp

山田町社協ホームページQRコード

山田町社会福祉協議会では、アイマス
ク、白杖、車いす体験の出前講座を行っ
ています。各学校の他に企業、自治会、
PTA 等の団体にも出張いたしますの
で、お気軽にご相談ください。

　高齢者の増加かつ多様化するニーズに対応した適切な
ホームヘルプサービスを提供するとともに介護保険制度
に適用できる人材を育成するため、令和 6 年 7 月 21 日
から令和 7 年１月 19 日までの約半年間、「介護職員初
任者研修」を開催しました。受講生 15 名は「修了証書」
を受け取り、高みを目指した第 1 歩を踏み出すことが出
来ました。

同志と共にスキルアップ
～令和 6年度　介護職員初任者研修～　　※山田町委託事業
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ジに掲載しましたので、ぜひダウンロードしてご活用ください。  

山田社協ホームページ（URL） 

 http//www.yamada-shakyo.or.jp 

 

 

 

ダウンロードしてご活用ください 

山田社協ホームページQRコード 

【注意事項】 

※指定緊急避難場所・指定緊急避難

所は随時更新されますので山田町の

ホームページをご確認ください。 

 

 2月 18日（火）、山田小学校 4年生 68人を対象に「視覚障がい者とはどういう方でどういう状態」なのかの

説明を聞き、「アイマスク」「白杖（はくじょう）」体験を行いました。体験を通して、障がいがある方とのコミ

ュニケーションの取り方や日常生活での不便な点について学びました。 

 
 

 

 キャップハンディ体験教室とは? 

ハンディキャップを持った人の状況を

疑似体験することで、その人の置かれて
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安心して暮らせる地域の環境を考えるき
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 アイマスク体験 

 日用品の点字の工夫を学

び、アイマスクを着用して目
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の
実
施
状
況

や
支
援
の
欠
け
て
い
る
状
況
を
把
握
し
、
そ
の
地
域
の
取
り
組
み

課
題
を
抽
出
す
る
と
い
う
ツ
ー
ル
（
道
具
・
方
法
）
で
す
。

生
活
支
援
相
談
員
の
主
な
活
動

　安心して暮らせる地域づくりのお手伝い
～支え合いマップ活動～
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令和6年度山田町「地域支えあいボランティア養成講座」

地域で支え合える町づくり

住み慣れた山田町で、誰もが安心して暮らせるお手伝い

ぺんこクラブミーティング

【活動内容の一部】
お買い物の代行/庭の草取り/ゴミ出し/
薬の受け取り/お話し相手/掃除など…。
※ 「ぺんこさん」の活動に興味の

ある方はぜひご相談ください。

ぺんこな時間で�ぺんこなお
手伝い

生活支援ボランティア「ぺんこさん」

「ひなたぼっこ」「ひなたぼっこ」
地域見守り支援拠点のご紹介

〜住民誰もが気軽に立ち寄れる居場所
地域の人が楽しめる場所〜

　社会福祉協議会では、
災害公営住宅集会所等の
地域拠点に生活支援相談
員を配置し、個別支援と
地域支援を一体的に行う
取り組みを実施しており
ます。
　主に、東日本大震災被
災者支援を目的に実施し
ておりますが、地域福祉
推進の観点から、地域全
体を捉えた「支え合いを
促す取り組み」「見守り・
相談支援」に着眼し、町
民の皆さんに気軽に立ち
寄れる場となれるよう、
運営しております。

生活支援コーディネーターの活動  「山田町委託事業：高齢者生活支援体制整備事業」

　令和７年２月 17 日（月）の豊間根地区での開催をはじめに、大
沢地区、山田地区、織笠地区、船越地区の 5 カ所で「地域支えあ
いボランティア養成講座」を開催し、63 名の方が修了されました。
受講内容の「なぜ地域での助け合いが必要なのか」「初めてのボラ
ンティア・ボランティアのマナー」「助け合い体験ゲーム」等を通
じて、助け合いやボランティア活動の必要性、「自分自身ができる
支えあいとは…」等、学びました。
　来年度もボランティア養成講座を行う予定です。今後も地域で支
え合える町を作って行くために皆様の参加をお待ちしています。

　令和７年２月 18 日（火）に山田町中央コミュニティセンターに
おいて「ぺんこクラブミーティング」が開催され、14 名のぺんこ
さんに参加して頂きました。ぺんこさん活動をする上での決まりご
との確認や見直し、ボランティア活動をするうえで、自身のスキル
アップのために行いたい研修等について話し合いを行いました。話
された中には、「心肺蘇生法を学びたい。」「熱中症にならない対策
やなった時の対応を学びたい。」と前向きな意見がありました。
　住み慣れた山田町で、誰もが安心して暮らし続けられるようにぺ
んこさんは活動しています。

ひなたぼっこ・やまだ
山田拠点／オールテナント内

開
設

月・水・金　10：00〜15：00
火・木　　　13：00〜15：00

　ひなたぼっこやまだは、陸中山田駅、図
書館、郵便局、スーパーや飲食店などが隣
接する中心街に開設しています。

ひなたぼっこ・とよまね
豊間根拠点／豊間根テナント内

開
設

月・金　　10：00〜15：00
火・木　　13：00〜15：00

　ひなたぼっことよまねは、豊間根テナン
ト内に開設しています。比較的買い物帰り
にご利用される方が多いです。

ひなたぼっこ
県営豊間根アパート出張拠点

豊間根出張拠点／山田町農村婦人の家

開
設 水曜日　　10：00〜15：00

　ひなたぼっこ県営豊間根アパート出張拠
点では、地域住民の皆様と県営豊間根ア
パート住民の皆様との交流を目的に開催し
ております。

ひなたぼっこ・おおさわ
大沢拠点／県営大沢アパート集会所内

開
設

月・水・金　10：00〜15：00
火・木　　　13：00〜15：00

　ひなたぼっこおおさわは、県営大沢ア
パートの２階集会所に開設し、入居されて
いる方や地域の方にお越し頂いておりま
す。

　「糸の会」の寺本様より素晴らしい作品を提供していただき、山田拠点（1/13
〜 1/17）と豊間根拠点（1/20 〜 1/31）の２か所で「ミニぎゃらりー」を
開催しました。ご覧になった皆様から「手先が器用で羨ましい。」「素敵な作
品ですね。うちに欲しいけど買ったら高いんだろうな。」「これは芸術作品で
すね。」などと話しながら目の保養になると楽しまれていました。

ミニぎゃらりー　～山田拠点・豊間根拠点～

生活支援相談員の活動・生活支援相談員の活動・生活支援相談員の活動

おもいやりをかたちに。

介護用品販売

第一商事㈱
レディーズ・アイ

レンタル  リフォーム

第一商事（株）

●福祉用具販売
●住宅リフォーム（高齢者向き）

〒020-0807  岩手県盛岡市加賀野一丁目19-29

〒027-0025  岩手県宮古市実田一丁目 8-7
TEL（019）651-0121 ・ FAX（019）651-0052

TEL（0193）63-8151 ・ FAX（0193）63-8187
URL http://www.dai-ichi.com  e-mail : info@dai-ichi.com

●健康機器販売
●福祉用具レンタル
介護保険事業所番号

事　業　部
0370100166

介介護護リリ
フフォォーームムでで

快快適適なな暮暮ららししをを

LADY’S EYE

介護リ
フォームで

快適な暮らしを

「ぺんこさん」とは高齢者の日常生活の困りごとに対して
「ぺんこ（ちょっと）」なお手伝いをするボランティアです。

【問合せ先】　生活支援コーディネーター　080−5849 −5736

豊間根地区の講座



広告の依頼は社協まで

▲

社協全体に関すること（福祉団体）…総務課
　　・事務局　℡ 82−3841　℡ 090−3123−6208
　　・患者等移送事業「すけっと君」
　　　　℡ 82−3841　℡ 090−5593−0523
　　・配食サービスに関すること　℡ 82−3841▲
介護サービスに関すること…在宅福祉課

　　・ケアマネージャー　　　℡ 82−5687
　　・ヘルパー、入浴車、障がい者支援　℡ 82−4000

▲

地域福祉に関すること…地域福祉課
　　・生活支援相談員　　　　　℡ 77−3260
　　・生活支援コーディネーター  ℡ 080−5849−5736
　　・ボランティアセンター　　℡ 77−3260▲

さいかち学級　　　　　　　℡090−7060−6003

山田町社会福祉協議会お問い合わせ先一覧

山田町社会福祉協議会では、ご利用のお客様及び職員に万が
一のことがあった場合の救命器具として、「AED（自動体外
式除細動器）」を受付カウンターに設置しています

【お詫びと訂正】

　基金の果実による資金は、山田町民全体の地域福祉増進のため有効に活用させて頂きます。令和6年
11月16日から令和7年2月10日において、次の個人、団体から福祉基金にご寄付を頂きました。

心配ごとなんでも相談

　生活のお悩み、福祉に関しての相談
などお受けしています。電話や社協で
の対面相談のほか、希望の方には相談
員がご自宅等までお伺いします。
〈対応時間〉平日9：00～16：00

【問合せ先】080-6033-3599

善意のご寄附ありがとうございました

相談無料
・

守秘義務厳守

令和6年度 福祉基金累計額
322,206 円

令和 6 年度 災害義援金累計額
138,786 円

◆飯岡白寿クラブ様　25,635 円　
◆連合岩手宮古地域協議会様　70,000 円
◆山田町バスケットボール協会様　14,000 円　◆匿名 様　360 円

福祉基金

◆山形村社会福祉協議会（長野県）様　29,610 円義援金

日常生活自立支援事業  ～あんしんねっと～  のご案内
　日常生活自立支援事業は、自分の判断
能力に不安のある方（認知症高齢者、知
的障がい者、精神障がい者等）を対象に
地域において自立した生活を送ることが
出来るよう預貯金の出し入れや、各種手
続きの援助や代行等を支援する事業です。

（どんなサービスが受けられるの？）
　●福祉サービスの利用援助
　●日常的金銭管理サービス
　●書類等預かりサービス
（利用手続きはどうすればいいの？）
　●お問合せ先にご連絡下さい。
　●担当者がお伺いします。

※相談は無料
　サービスは有料です。

《お問合せ先》
  宮古地域福祉権利擁護センター
  　 0193-64-5052
  山田町社会福祉協議会
  　 0193-82-3841

釜石市鵜住居釜石市鵜住居町町第第1100地地割割3300番番88--22

陸前高田市高田町字鳴石陸前高田市高田町字鳴石1515--1 1 区画区画11 01920192--5555--53405340

01901933--2288--38013801 01901933--2288--38213821

01901911--3333--11751175 01901911--3333--11761176一関市山目字中一関市山目字中野野181888--11

2024.12 № 158 号の掲載記事に誤りがありました。
お詫びして、次のとおり訂正します。

▽山田町社会福祉大会長表彰
　（表彰者）ご氏名（2㌻）
　（誤）　田
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川
がわ

　聖
せい

子
こ

 様
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▽生まれてくれてありがとう
　（赤ちゃん）ご氏名（３㌻）
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賀
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凪
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